
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇

〇 〇

言語文化
国語 言語文化 1

国語

話
聞

書

〇

大修館書店　　新編　言語文化　

言語文化

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

○ 3

〇

（　組：松井武士） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

1

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理
解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を
伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ，我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち，言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

〇

態
配当
時数

１

学

期

現代文５ことばと生きる
【知識・技能】
文意が文脈の中で決まることを理解させ
る。
【思考・判断・表現】
構成やことばづかいなど、作者の狙いを踏
まえた読みを考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
作者や作品に興味をもたせ、内容と向き合
いやすくする準備をする。

・指導事項：
・表現に沿って作品の内容を読み取る。
・作者や作品の特徴をとらえ、文学の意
義を考える。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の
仕方、表現の特色について評価している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、場面の様子や人物の心情を想像
したり文章表現を味わったりしようとしている。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2

定期考査

○ ○

読

〇 〇

〇 〇

古文３物語の広がり
【知識・技能】
古語や古典文法に注目を向けさせる。
【思考・判断・表現】
和歌の内容とその役割について考えさせ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
作者や作品に興味をもたせ、内容と向き合
いやすくする準備をする。

・指導事項：
・音読により古典独自のリズムや表現に
親しむ。
・古典独自の文法や語句などに注意しな
がら、文意を正しくとらえ、見識を広げ
る。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要
な文語のきまり、古典特有の表現などについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の行動や場面の展開、
和歌に表れた心情を読み取ろうとしている。

○ ○ ○

3

漢文３古人に学ぶ
【知識・技能】
返り点などのルールについて確認する。
【思考・判断・表現】
文章が説く考え方について、自らの考えと
比較させ、自分の考えを深めさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
論語と現代のかかわりなどについて調べ、
文章の価値を理解させる。

・指導事項：
・返り点や送り仮名などに注意しなが
ら、漢文訓読を行う。
・歴史的背景などにも意識を向けなが
ら、作品の世界や作者の意図を読み取
る。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているも
のの見方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文を読むことに興味をもち、『論語』と現代との
関わりについて考えを深めようとしている。

○ ○ ○ 3

現代文５ことばと生きる
【知識・技能】
文意が文脈の中で決まることを理解させ
る。
【思考・判断・表現】
構成やことばづかいなど、作者の狙いを踏
まえた読みを考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
作者や作品に興味をもたせ、内容と向き合
いやすくする準備をする。

・指導事項：
・表現に沿って作品の内容を読み取る。
・作者や作品の特徴をとらえ、文学の意
義を考える。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の
仕方、表現の特色について評価している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、場面の様子や人物の心情を想像
したり文章表現を味わったりしようとしている。

○ ○ ○

〇

1

定期考査

○ ○



〇 〇

３

学

期

古文４旅への思い
【知識・技能】
表現された内容から、その背景や心情など
を適切にとらえさせ、描き方の特性まで意
識させる。
【思考・判断・表現】
作品に描かれた世界に対し、自らの考えを
もてるようにさせ、それを他者に伝えるた
めに適切な表現を考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
互いの意見交換などを通じて、読書の価値
に気づかせる。

・指導事項：
・音読により古典独自のリズムや表現に
親しむ。
・古典独自の文法や語句などに注意しな
がら、文意を正しくとらえ、見識を広げ
る。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・個々の表現について、その内容と、その表現を選ん
だ意味などについて、正しく理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章に描かれた内容を自分
の立場から相対化し、視野を広げ、自身の考えを深め
られている。
・「書くこと」において、作品の内容と自身の経験を
かかわらせながら、感想や考えたことを表現すること
ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・それぞれの文章に興味をもち、作品を通して人生に
ついての理解を深めようとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査

○ ○ 1

〇 〇

〇 〇

〇 〇

現代文６近代文学に触れる
【知識・技能】
表現された内容から、その背景や心情など
を適切にとらえさせ、描き方の特性まで意
識させる。
【思考・判断・表現】
作品に描かれた世界に対し、自らの考えを
もてるようにさせ、それを他者に伝えるた
めに適切な表現を考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
互いの意見交換などを通じて、読書の価値
に気づかせる。

・指導事項：
・表現に沿って作品の内容を読み取る。
・作者や作品の特徴をとらえ、文学の意
義を考える。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・個々の表現について、その内容と、その表現を選ん
だ意味などについて、正しく理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章に描かれた内容を自分
の立場から相対化し、視野を広げ、自身の考えを深め
られている。
・「書くこと」において、作品の内容と自身の経験を
かかわらせながら、感想や考えたことを表現すること
ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・それぞれの文章に興味をもち、作品を通して人生に
ついての理解を深めようとしている。

○ ○ ○ 4

〇 〇

○ 2

【知識・技能】
・漢文独自の句形や表現方法について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているも
のの見方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文に興味をもち、その知恵や教訓を積極的に読み
取ろうとしている。

○ ○ ○ 3

定期考査

○ ○ 1

〇 〇

〇 〇

〇 〇

1

現代文６近代文学に触れる
【知識・技能】
個々の表現を丁寧に確認し、表現内容を正
しく理解させる。
【思考・判断・表現】
構成やことばづかいなど、作者の表現の特
性をとらえ、自身の表現力向上につなげさ
せる。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現自体への興味をもたせるようにする。

・指導事項：
・表現に沿って作品の内容を読み取る。
・作者や作品の特徴をとらえ、文学の意
義を考える。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・作者の優れた表現に触れて、語感を磨き語彙を豊か
にしている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の
しかた、表現の特色について評価している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、作品の表現に注目しながら読も
うとしている。

○ ○ ○ 3

２

学

期

定期考査

○ ○

漢文４漢文を楽しむ
【知識・技能】
句形などのルールについて確認する。
【思考・判断・表現】
文章が説く考え方について、自らの考えと
比較させ、自分の考えを深めさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
作品が伝える知恵や考え方についてわかり
やすく伝えて、興味をもたせる。

・指導事項：
・返り点や送り仮名などに注意しなが
ら、漢文訓読を行う。
・歴史的背景などにも意識を向けなが
ら、作品の世界や作者の意図を読み取
る。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

〇 〇

合計

35

現代文５ことばと生きる
【知識・技能】
文意が文脈の中で決まることを理解させ
る。
【思考・判断・表現】
構成やことばづかいなど、作者の狙いを踏
まえた読みを考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
時代背景などに興味をもたせ、内容と向き
合いやすくする準備をする。

・指導事項：
・表現に沿って作品の内容を読み取る。
・作者や作品の特徴をとらえ、文学の意
義を考える。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているも
のの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・時代背景や歴史的事実に興味をもち、作品に示され
た考えを読み取ろうとしている。

○ ○ ○ 3

古文４旅への思い
【知識・技能】
作品について文学史上の位置づけを理解さ
せる。
【思考・判断・表現】
登場人物の心情などを歴史的背景を踏まえ
て理解させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
当時の和歌や旅のあり方について興味をも
たせる。

・指導事項：
・音読により古典独自のリズムや表現に
親しむ。
・古典独自の文法や語句などに注意しな
がら、文意を正しくとらえ、見識を広げ
る。

・教材：教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換
などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・
文化的背景などを理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の行動や場面の展開、
和歌に表れた心情を読み取ろうとしている。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者： （　組：　　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

○

話
聞

書 読

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

17

○

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査
○ ○

５論理的な文章を書こう
【知識・技能】
実用的な文章の特徴や、根拠の示し方など
を理解させ、説得力のある文章が書けるよ
うにする。
【思考・判断・表現】
話題となっていることについて、論理的に
考える機会を与え、自身の考え方が正しい
のかを振り返らせながら、意見をまとめさ
せる。
【主体的に学習に取り組む態度】
出来上がった文章の評価すべき点を具体的
に示すことで、論理的に文章を書くことへ
の意識を高めさせる。

・指導事項：・ワークシートによる
　　　　　　　論文作成法の確認
　　　　　　・レポート作成
　　　　　　・表現ルールの再確認

・教材：
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・目的や場面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉
遣いを理解し，使い分けている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の仕方
などについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、設問の意図を適切に理解
し、社会の事象や個人的な体験と関連づけて書く内容
を決めている。主題を絞り込んでいる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・根拠を明確にしながら論じることを理解し、自らの
文章を改善しようとしている。

６話し合う力をつけよう
【知識・技能】
言葉や態度、表情などから、相手の受け止
め方や理解の状況をとらえさせ、同意や共
感を得るための工夫もさせる。
【思考・判断・表現】
構成やことばづかいなど、作者の狙いを踏
まえた読みを考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・他者への敬意を忘れることなく、適切な
コミュニケーションをとることの大切さを
説く。

定期考査

・指導事項：・ワークシートによる
　　　　　　　討論や会議の方法確認
　　　　　　・意見文の作成と発表
　　　　　　・表現ルールの再確認

・教材：
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働きがあ
ることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色につ
いて理解を深め、伝え合う目的や場面、相手、手段に
応じた適切な表現や言葉遣いを理解し、使い分けてい
る。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、言葉や態度、表
情などから、相手の受け止め方や理解の状況を捉え、
同意や共感を得るために表現を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・相手の気持ちや考えを尊重し、互いの意見交換が積
極的に行える環境を整えている。
・自身の意見を適切に伝えようと工夫できている。

○

○ ○ 20

態
配当
時数

1

1

東京書籍　　国語表現

国語表現

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語表現

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう
にする。

  論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばし，実社会における他者との多様な関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できる
うにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ，我が国の言語文化の担い手としての自覚
を深め，言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う 。

○ ○ ○

（　組：松井武士） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語表現
国語 国語表現 3



○ ○

○ ○

1

〇

２

学

期

７情報活用力を身につけよう
【知識・技能】
インターネットなどの利用に際して重要と
なる、情報収集のスキルアップを図るとと
もに、ファクトチェックの意義を理解させ
る。
【思考・判断・表現】
何をどう伝えたいのかをしっかりと考えた
うえで、表現の方法を工夫させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自ら情報を探す意欲を喚起しつつも、正し
くない情報が数多く紛れていることにも注
意させる。

・指導事項：・ワークシートによる
　　　　　　　情報収集分析法の確認
　　　　　　・レポート作成と発表
　　　　　　・表現ルールの再確認

・教材：
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・情報をそろえる方法と、正しい情報を選ぼうとする
姿勢をもてている。
・目的に合った情報の提示方法を選ぶことができてい
る。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社
会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決
め、情報の組み合わせなどを工夫して、伝えたいこと
を明確にしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に情報を集め、分析し、わかりやすくそれを
他者にも伝えようとしている。

定期考査

８説得力のある提案をしよう
【知識・技能】
スライドなど素材の準備だけでなく、会話
を中心とした身体的な表現の大切さを理解
させる。
【思考・判断・表現】
自分の考えを押しつけるだけでなく、違う
考え方の人にどう伝えるのが正しいかを考
えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
プレゼンは相手がいて初めて成立するもの
であること理解させ、コミュニケーション
の一つとしてプレゼンテーションを楽しま
せる。

・指導事項：・ワークシートによる
　　　　　　　プレゼン法の確認
　　　　　　・プレゼン資料作成/発
表
　　　　　　・表現ルールの再確認

・教材：
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・効果的で印象的なプレゼンテーションの仕方や、相
手の心を動かすのに必要な身体表現（発声・身振
り）・態度などについて理解できている。
【思考・判断・表現】
「話すこと・聞くこと」において、自分の主張の合理
性が伝わるよう、適切な根拠を効果的に用いるととも
に、相手の反論を想定して論理の展開を考えるなど、
話の展開や構成を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・相手をの立場や状況、考え方を尊重し、求められて
いることにこたえようという気持ちをももている。

定期考査

〇 〇

〇

〇

○ ○ 26〇 〇

〇

〇 〇

○ ○ ○ 20

1

○ ○ ○ 17

合計

105

定期考査
○ ○ 1

３

学

期

〇 〇

９表現を楽しもう
【知識・技能】
多様な言語表現に触れさながら、その楽し
さを感じさせる。
【思考・判断・表現】
発話・文章作成の両面において、これまで
学んだことを生かして、表現方法を工夫さ
せ、自分が伝えたいことをしっかりと伝え
られるよう目指させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
相手に伝えることの楽しさを感じさせ、表
現を楽しむ心を育む。

・指導事項：・ワークシートによる
　　　　　　　表現方法全般の再確認
　　　　　　・レポート/プレゼン
　　　　　　・表現ルールの再確認

・教材：
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊かにす
る読書の意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応に応
じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料や機器を
効果的に用いたりするなど，相手の同意や共感が得ら
れるように表現を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明確に
し，事象を的確に描写したり説明したりするなど，表
現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・今までの学習を生かして自分が思い描いたことを的
確な言葉で表現しようとしている。 ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科　公民 科目　政治・経済
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

14

現代日本の政治

【知識・技能】
・議会制民主主義、地方自治について、
現実社会の諸事象を通して理解させる。
・現代日本の政治に関する諸資料から、
課題の解決に向けて考察、構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取る技能を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から、望ま
しい政治の在り方及び主権者としての政
治参加の在り方について多面的・多角的
に考察、構想し、表現できるようにす
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本
の諸課題に対する意識を強く持ち、課題
にかかわる知識を主体的に深めたり、課
題解決に向けた多面的・多角的な考察・
構想を意欲的におこなったりしながら、
現代社会における自身の役割を積極的に
追究できるようにする。

〇指導事項
・議会制民主主義、地方自治につい
て、現実社会の諸事象を通して理解を
深めさせる。
・現代日本の政治に関する諸資料か
ら、課題の解決に向けて考察、構想す
る際に必要な情報を収集し、読み取ら
せる。
・政党政治や選挙などの観点から、望
ましい政治の在り方及び主権者として
の政治参加の在り方について考察、構
想し、表現させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・議会制民主主義、地方自治について、現実社会の
諸事象を通して理解している。
・現代日本の政治に関する諸資料から、課題の解決
に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し、読み取る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から、望ましい政治の
在り方及び主権者としての政治参加の在り方につい
て多面的・多角的に考察、構想し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本の諸課題に
対する意識を強く持ち、課題にかかわる知識を主体
的に深めたり、課題解決に向けた多面的・多角的な
考察・構想を意欲的におこなったりしながら、現代
社会における自身の役割を積極的に追究しようとし
ている。

○ ○ ○

２
学
期

現代日本の経済

【知識・技能】
・経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物価
と景気変動、財政の働きと仕組み及び租
税などの意義、金融の働きと仕組みにつ
いて、現実社会の諸事象を通して理解さ
せる。
・現代日本の経済に関する諸資料から、
課題の解決に向けて考察、構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取る技能を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連につい
て多面的・多角的に考察し、表現できる
ようにする。
・市場経済の機能と限界、持続可能な財
政及び租税の在り方、金融を通した経済
活動の活性化について多面的・多角的に
考察、構想し、表現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本
の諸課題に対する意識を強く持ち、課題
にかかわる知識を主体的に深めたり、課
題解決に向けた多面的・多角的な考察・
構想を意欲的におこなったりしながら、
現代社会における自身の役割を積極的に
追究できるようにする。

〇指導事項
・経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物
価と景気変動、財政の働きと仕組み及
び租税などの意義、金融の働きと仕組
みについて、現実社会の諸事象を通し
て理解を深めさせる。
・現代日本の経済に関する諸資料か
ら、課題の解決に向けて考察、構想す
る際に必要な情報を収集し、読み取ら
せる。
・経済活動と福祉の向上との関連につ
いて考察させる。
・市場経済の機能と限界、持続可能な
財政及び租税の在り方、金融を通した
経済活動の活性化について考察、構想
し、表現させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済
の大きさと経済成長、物価と景気変動、財政の働き
と仕組み及び租税などの意義、金融の働きと仕組み
について、現実社会の諸事象を通して理解してい
る。
・現代日本の経済に関する諸資料から、課題の解決
に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し、読み取る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連について多面的・
多角的に考察し、表現している。
・市場経済の機能と限界、持続可能な財政及び租税
の在り方、金融を通した経済活動の活性化について
多面的・多角的に考察、構想し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本の諸課題に
対する意識を強く持ち、課題にかかわる知識を主体
的に深めたり、課題解決に向けた多面的・多角的な
考察・構想を意欲的におこなったりしながら、現代
社会における自身の役割を積極的に追究しようとし
ている。

○ ○ ○

○ ○ 〇 1

配当
時数

１
学
期

現代日本の政治

【知識・技能】
・政治と法の意義と機能、基本的人権の
保障と法の支配、権利と義務との関係に
ついて、現実社会の諸事象を通して理解
させる。
・現代日本の政治に関する諸資料から、
課題の解決に向けて考察、構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取る技能を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・民主政治の本質を基に、日本国憲法と
現代政治の在り方との関連について多面
的・多角的に考察し、表現できるように
する。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本
の諸課題に対する意識を強く持ち、課題
にかかわる知識を主体的に深めたり、課
題解決に向けた多面的・多角的な考察・
構想を意欲的におこなったりしながら、
現代社会における自身の役割を積極的に
追究できるようにする。

〇指導事項
・政治と法の意義と機能、基本的人権
の保障と法の支配、権利と義務との関
係について、現実社会の諸事象を通し
て理解を深めさせる。
・現代日本の政治に関する諸資料か
ら、課題の解決に向けて考察、構想す
る際に必要な情報を収集し、読み取ら
せる。
・民主政治の本質を基に、日本国憲法
と現代政治の在り方との関連について
考察させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・政治と法の意義と機能、基本的人権の保障と法の
支配、権利と義務との関係について、現実社会の諸
事象を通して理解している。
・現代日本の政治に関する諸資料から、課題の解決
に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し、読み取る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・民主政治の本質を基に、日本国憲法と現代政治の
在り方との関連について多面的・多角的に考察し、
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本の諸課題に
対する意識を強く持ち、課題にかかわる知識を主体
的に深めたり、課題解決に向けた多面的・多角的な
考察・構想を意欲的におこなったりしながら、現代
社会における自身の役割を積極的に追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 10

定期考査

10

定期考査
○ ○ 〇 1

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究す
るための手掛かりとなる概念や理論などについて理解するとと
もに、諸資料から、社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考
え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して、現実社
会に見られる複雑な課題を把握し、説明するとともに、身に付
けた判断基準を根拠に構想する力や、構想したことの妥当性や
効果、実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して、合
意形成や社会参画に向かう力を養う。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決
しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深
い理解を通して涵養される、国民主権を担う公民として、自国
を愛し、その平和と繁栄を図ることや、我が国及び国際社会に
おいて国家及び社会の形成に、より積極的な役割を果たそうと
する自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵
養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相
互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

政治・経済

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

最新政治・経済（実況出版）

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに、諸資料から様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

公民 政治・経済 2

播正　圭史

現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、合意形成や
社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。



14

定期考査
○ ○ 〇 1

○ ○ 6

２
学
期

現代日本の経済

【知識・技能】
・経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物価
と景気変動、財政の働きと仕組み及び租
税などの意義、金融の働きと仕組みにつ
いて、現実社会の諸事象を通して理解さ
せる。
・現代日本の経済に関する諸資料から、
課題の解決に向けて考察、構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取る技能を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連につい
て多面的・多角的に考察し、表現できる
ようにする。
・市場経済の機能と限界、持続可能な財
政及び租税の在り方、金融を通した経済
活動の活性化について多面的・多角的に
考察、構想し、表現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本
の諸課題に対する意識を強く持ち、課題
にかかわる知識を主体的に深めたり、課
題解決に向けた多面的・多角的な考察・
構想を意欲的におこなったりしながら、
現代社会における自身の役割を積極的に
追究できるようにする。

〇指導事項
・経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物
価と景気変動、財政の働きと仕組み及
び租税などの意義、金融の働きと仕組
みについて、現実社会の諸事象を通し
て理解を深めさせる。
・現代日本の経済に関する諸資料か
ら、課題の解決に向けて考察、構想す
る際に必要な情報を収集し、読み取ら
せる。
・経済活動と福祉の向上との関連につ
いて考察させる。
・市場経済の機能と限界、持続可能な
財政及び租税の在り方、金融を通した
経済活動の活性化について考察、構想
し、表現させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済
の大きさと経済成長、物価と景気変動、財政の働き
と仕組み及び租税などの意義、金融の働きと仕組み
について、現実社会の諸事象を通して理解してい
る。
・現代日本の経済に関する諸資料から、課題の解決
に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し、読み取る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連について多面的・
多角的に考察し、表現している。
・市場経済の機能と限界、持続可能な財政及び租税
の在り方、金融を通した経済活動の活性化について
多面的・多角的に考察、構想し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本の諸課題に
対する意識を強く持ち、課題にかかわる知識を主体
的に深めたり、課題解決に向けた多面的・多角的な
考察・構想を意欲的におこなったりしながら、現代
社会における自身の役割を積極的に追究しようとし
ている。

○ ○

現代日本の経済

【知識・技能】
・経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物価
と景気変動、財政の働きと仕組み及び租
税などの意義、金融の働きと仕組みにつ
いて、現実社会の諸事象を通して理解さ
せる。
・現代日本の経済に関する諸資料から、
課題の解決に向けて考察、構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取る技能を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連につい
て多面的・多角的に考察し、表現できる
ようする。
・市場経済の機能と限界、持続可能な財
政及び租税の在り方、金融を通した経済
活動の活性化について多面的・多角的に
考察、構想し、表現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本
の諸課題に対する意識を強く持ち、課題
にかかわる知識を主体的に深めたり、課
題解決に向けた多面的・多角的な考察・
構想を意欲的におこなったりしながら、
現代社会における自身の役割を積極的に
追究させる。

〇指導事項
・経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物
価と景気変動、財政の働きと仕組み及
び租税などの意義、金融の働きと仕組
みについて、現実社会の諸事象を通し
て理解を深めさせる。
・現代日本の経済に関する諸資料か
ら、課題の解決に向けて考察、構想す
る際に必要な情報を収集し、読み取ら
せる。
・経済活動と福祉の向上との関連につ
いて考察させる。
・市場経済の機能と限界、持続可能な
財政及び租税の在り方、金融を通した
経済活動の活性化について考察、構想
し、表現させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済
の大きさと経済成長、物価と景気変動、財政の働き
と仕組み及び租税などの意義、金融の働きと仕組み
について、現実社会の諸事象を通して理解してい
る。
・現代日本の経済に関する諸資料から、課題の解決
に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し、読み取る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連について多面的・
多角的に考察し、表現している。
・市場経済の機能と限界、持続可能な財政及び租税
の在り方、金融を通した経済活動の活性化について
多面的・多角的に考察、構想し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国民主権を担う公民として、現代日本の諸課題に
対する意識を強く持ち、課題にかかわる知識を主体
的に深めたり、課題解決に向けた多面的・多角的な
考察・構想を意欲的におこなったりしながら、現代
社会における自身の役割を積極的に追究しようとし
ている。

○

○



３
学
期

現代の国際経済

【知識・技能】
・貿易の現状と意義、為替相場の変動、
国民経済と国際収支、国際協調の必要性
や国際経済機関の役割について、現実社
会の諸事象を通して理解させる。
・現代の国際経済に関する諸資料から、
課題の解決に向けて考察、構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取る技能を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済の特質
について多面的・多角的に考察し、表現
できるようにする。
・国際経済において果たすことが求めら
れる日本の役割について多面的・多角的
に考察、構想し、表現できるようにす
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会を担う一員として、現代の国
際社会における諸課題に対する意識を強
く持ち、課題にかかわる知識を主体的に
深めたり、課題解決に向けた多面的・多
角的な考察・構想を意欲的におこなった
りしながら、現代社会における自身の役
割を積極的に追究させる。

〇指導事項
・貿易の現状と意義、為替相場の変
動、国民経済と国際収支、国際協調の
必要性や国際経済機関の役割につい
て、現実社会の諸事象を通して理解を
深めさせる。
・現代の国際経済に関する諸資料か
ら、課題の解決に向けて考察、構想す
る際に必要な情報を収集し、読み取ら
せる。
・相互依存関係が深まる国際経済の特
質について考察し、表現させる。
・国際経済において果たすことが求め
られる日本の役割について考察、構想
し、表現させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・貿易の現状と意義、為替相場の変動、国民経済と
国際収支、国際協調の必要性や国際経済機関の役割
について、現実社会の諸事象を通して理解してい
る。
・現代の国際経済に関する諸資料から、課題の解決
に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し、読み取る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済の特質について多
面的・多角的に考察し、表現している。
・国際経済において果たすことが求められる日本の
役割について多面的・多角的に考察、構想し、表現
している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会を担う一員として、現代の国際社会にお
ける諸課題に対する意識を強く持ち、課題にかかわ
る知識を主体的に深めたり、課題解決に向けた多面
的・多角的な考察・構想を意欲的におこなったりし
ながら、現代社会における自身の役割を積極的に追
究しようとしている。

○ ○ ○ 11

現代の国際政治

【知識・技能】
・国際社会の変遷、人権、国家主権、領
土（領海、領空を含む）などに関する国
際法の意義、国際連合をはじめとする国
際機構の役割、我が国の安全保障と防
衛、国際貢献について、現実社会の諸事
象を通して理解させる。
・現代の国際政治に関する諸資料から、
課題の解決に向けて考察、構想する際に
必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取る技能を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を
基に、国際法の果たす役割について多面
的・多角的に考察し、表現できるように
する。
・国際平和と人類の福祉に寄与する日本
の役割について多面的・多角的に考察、
構想し、表現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会を担う一員として、現代の国
際社会における諸課題に対する意識を強
く持ち、課題にかかわる知識を主体的に
深めたり、課題解決に向けた多面的・多
角的な考察・構想を意欲的におこなった
りしながら、現代社会における自身の役
割を積極的に追究できるようにする。

〇指導事項
・国際社会の変遷、人権、国家主権、
領土（領海、領空を含む）などに関す
る国際法の意義、国際連合をはじめと
する国際機構の役割、我が国の安全保
障と防衛、国際貢献について、現実社
会の諸事象を通して理解を深めさせ
る。
・現代の国際政治に関する諸資料か
ら、課題の解決に向けて考察、構想す
る際に必要な情報を収集し、読み取ら
せる。
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因
を基に、国際法の果たす役割について
考察させる。
・国際平和と人類の福祉に寄与する日
本の役割について考察、構想し、表現
させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・国際社会の変遷、人権、国家主権、領土（領海、
領空を含む）などに関する国際法の意義、国際連合
をはじめとする国際機構の役割、我が国の安全保障
と防衛、国際貢献について、現実社会の諸事象を通
して理解している。
・現代の国際政治に関する諸資料から、課題の解決
に向けて考察、構想する際に必要な情報を適切かつ
効果的に収集し、読み取る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基に、国際
法の果たす役割について多面的・多角的に考察し、
表現している。
・国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割につ
いて多面的・多角的に考察、構想し、表現させる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会を担う一員として、現代の国際社会にお
ける諸課題に対する意識を強く持ち、課題にかかわ
る知識を主体的に深めたり、課題解決に向けた多面
的・多角的な考察・構想を意欲的におこなったりし
ながら、現代社会における自身の役割を積極的に追
究しようとしている。

○ ○ ○ 10

1
定期考査

○ ○ 〇



３
学
期

第2部　現代の国際政治・国際経済
第3編　国際社会における諸課題の探究
【知識及び技能】
・各課題に関連する知識（小学校および
中学校で習得した概念などに関する知識
や『公共』で身に付けた選択・判断の手
掛かりとなる考え方、国際政治および国
際経済の基本的な概念や理論など）を整
理し、理解させる。
・各課題の解決に向けた考察・構想に必
要な情報を適切かつ効果的に収集し、読
み取る技能を身に付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
・社会的な見方・考え方を総合的に働か
せ、各課題の解決策を多面的・多角的に
考察、構想し、持続可能な社会の形成に
向けた自身の考えを説明、論述できるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現のために、国際社
会の諸課題を主体的に追究し、他者との
協働もはかりながら、多面的・多角的な
考察・構想を通して意欲的に課題を解決
に向けて追及できるようする。

1

合計

70

定期考査
○ ○ 〇

〇指導事項
・グローバル化に伴う人々の生活や社
会の変容、地球環境と資源・エネル
ギー問題、国際経済格差の是正と国際
協力、イノベーションと成長市場、人
種・民族問題や地域紛争の解決に向け
た国際社会の取組、持続可能な国際社
会づくりなどについて、取り上げた課
題の解決に向けて政治と経済とを関連
させて多面的・多角的に考察、構想
し、よりよい社会の在り方について自
分の考えを説明、論述させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識及び技能】
・各課題に関連する知識（小学校および中学校で習
得した概念などに関する知識や『公共』で身に付け
た選択・判断の手掛かりとなる考え方、国際政治お
よび国際経済の基本的な概念や理論など）を整理
し、理解している。
・各課題の解決に向けた考察・構想に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に付け
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
・社会的な見方・考え方を総合的に働かせ、各課題
の解決策を多面的・多角的に考察、構想し、持続可
能な社会の形成に向けた自身の考えを説明、論述し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現のために、国際社会の諸課題
を主体的に追究し、他者との協働もはかりながら、
多面的・多角的な考察・構想を通して意欲的に課題
を解決しようとしている。

○ ○ ○ 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 数学A  数学A
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学A 2

（　青木　功太 　　　　）

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的
な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新　高校の数学A

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法
則を理解し、事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

場合の数と確率を多面的にみたり目的に応じて適切に変形
したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

A 場合の数（集合～順列）
【知識及び技能】
数を実数まで拡張し、簡単な四則計算を
する。
【思考力、判断力、表現力等】
既に学習した計算の方法と関連付けて、
目的に応じて適切に変形したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え、問題解決に活用する。

・指導事項（集合～順列）
場合の数を扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

A 場合の数（集合～順列）
【知識・技能】
場合の数の簡単な計算をすることができる。
【思考・判断・表現】
既に学習した計算の方法と関連付けて、目的に応じて適切
に変形したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え、問題解決に
活用できる。

○ ○ ○ 10

定期考査

11

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 12

２
学
期

B 確率
【知識及び技能】
確率の理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
既に学習した計算の方法と関連付けて、
式を多面的に捉えたり目的に応じて適切
に変形したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な事例を基に文字式に対する興味・
関心を高めようとする。

・指導事項
小学校や中学校で学習した、確率を式
に表したり式を事象と関連付けて解釈
したりする力、式を用いて説明する力
を生かして確率の展開を扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

B 確率
【知識・技能】
確率を理解する。
【思考・判断・表現】
既に学習した計算の方法と関連付けて、式を多面的に捉え
たり目的に応じて適切に変形できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な事例を基に文字式に対する興味・関心を高める。 〇 〇

C 平面図形
【知識及び技能】
平面図形の理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
平面図形と関連付けて、式を多面的に捉
えたり目的に応じて適切に変形したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な事例を基に平面図形に対する興
味・関心を高めようとする。

・指導事項
小学校や中学校で学習した、平面図形
を事象と関連付けて解釈したりする。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

C 平面図形
【知識・技能】
平面図形を理解している。
【思考・判断・表現】
平面図形と関連付けて、式を多面的に捉えたり目的に応じ
て適切に変形したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な事例を基に平面図形に対する興味・関心を高めてい
る。

○

A 場合の数（組合せ～確率）
【知識及び技能】
数を実数まで拡張し、簡単な四則計算を
する。
【思考力、判断力、表現力等】
既に学習した計算の方法と関連付けて、
目的に応じて適切に変形したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え、問題解決に活用する。

・指導事項（組合せ～確率）
場合の数を扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

A 場合の数（組合せ～確率）
【知識・技能】
場合の数の簡単な計算をすることができる。
【思考・判断・表現】
既に学習した計算の方法と関連付けて、目的に応じて適切
に変形したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え、問題解決に
活用できる。 ○ ○ ○

〇 18

定期考査
○ ○ 1



○ ○ 12

２
学
期

C 平面図形
【知識及び技能】
平面図形の理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
平面図形と関連付けて、式を多面的に捉
えたり目的に応じて適切に変形したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な事例を基に平面図形に対する興
味・関心を高めようとする。

・指導事項
小学校や中学校で学習した、平面図形
を事象と関連付けて解釈したりする。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

C 平面図形
【知識・技能】
平面図形を理解している。
【思考・判断・表現】
平面図形と関連付けて、式を多面的に捉えたり目的に応じ
て適切に変形したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な事例を基に平面図形に対する興味・関心を高めてい
る。

○

合計

70

○ 5

定期考査
1

定期考査
○ ○

○ 9

1

３
学
期

D 空間図形
【知識及び技能】
空間図形ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
空間図形の意義や数の体系についての理
解を深める
【学びに向かう力、人間性等】
身近な事例を基に無理数に対する興味・
関心を高めようとする。

・指導事項
小学校や中学校で学習した、空間図形
を事象と関連付けて解釈したりする
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

D  空間図形
【知識・技能】
空間図形ができるようになる。
【思考・判断・表現】
空間図形の意義や数の体系について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な事例を基に空間図形に対する興味・関心を高めてい
る。 ○ ○

○ ○

E 数学と人間の活動
【知識及び技能】
約数と倍数の性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
整数の性質を基に２進法を解く方法を考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な事例を基に整数に対する興味・関
心を高めようとすること。

・指導事項
日常の事象や社会の事象などと関連付
けて不等式を扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

E 数学と人間の活動
【知識・技能】
整数を理解している。
【思考・判断・表現】
２進法の計算を解く方法を考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な事例を基に整数に対する興味・関心を高めようとし
ている。 ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

○ 〇

〇 〇

○ 〇

１

学

期

L.1 World Dance Performances
さまざまな伝統舞踊についてのテレビ番組か
ら、概要や要点を聞き取ったり読み取ったり
する。
伝統舞踊／映画／イベント／ダンスの授業に
ついてやりとりしたり、頼みごとの経験につ
いて発表したり、アンケートの回答を書くこ
とができる。

・指導事項
be動詞や一般動詞の現在形を用いて、
身近な様子や状況を描写し、相手に伝
えられるようにする。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

定期考査

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

L.2 A Piece ofCake
英語と日本語の慣用句について、理解して考
えを深めることができる。
英語と日本語の慣用句／動物／旅行／アン
ケートへの意見についてやりとりしたり、旅
行／アンケート結果について書いて発表する
ことができる。

・指導事項
疑問文では、疑問詞を用いる場合、用
いない場合でその答え方が違うことに
留意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

L.3 Quokka
オーストラリアの有袋類の動物クオッカにつ
いて、理解して考えを深めることができる。
クオッカ／絶滅危惧種についてやりとりした
り、日常生活について発表したり、好きな歌
や本／オーストラリアの動物について考え書
くことができる。

・指導事項
一般動詞の過去形では、語尾の形やそ
の発音の違いに注意させる。また、助
動詞の意味の違いに注意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

領域

【正確な聞き取り】
・ 英語を正確に聞いて、どの絵を指しているのかを聞き取るこ
と。
【適切な聞き取り】
・ 絵を見なくても、聞いた単語の意味を適切に理解できるこ
と。

【正確な発話】
・ 身の回りにあるものの名前を、アクセントに留意して英語で
正確に発音できること。
【適切な発話】
・ 絵が示すものを、聞き手が理解できるように適切に発音でき
ること。

VISTA English Communication Ⅱ New Edition

外国語（英語）

【 知　識　及　び　技　能 】 基礎基本の知識である英単語と英文法の知識を体系的に理解するとともに、アウトプットを行い英文として表現することで知識の定着を図る。

例文を元にして、学習した文法を活用しながら独自の英文を作成させる力を養う。

英語話者の考え方や文化を認識して、積極的に英語を活用して表現しようとする態度、英文を読んだり、聞いたりすることで、そのことについ
て自ら問題解決しようと挑戦する態度及び創造性の基礎を養う。

（　1組：清水俊秀　）

外国語（英語）
外国語（英語） 英語コミュニケーションⅡ



〇 〇２

学

期

〇 〇

〇 〇

○ 〇

○ 〇

・指導事項
動詞の過去分詞形に慣れさせる。また
現在、過去、現在完了を使い分けられ
るようにする。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

L.7 Martial Art on Tatami
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間の行っていることのどのような面をモ
タラの話が象徴しているかを考える。

・指導事項
能動態と受け身の違いに留意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

定期考査

L.5 Mont-Saint-Michel
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・江戸時代の生活習慣（歯磨き）について知
る。

・指導事項
日本文化を英語で紹介させる。また、
動詞と動名詞の違いに注意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

L.6 Smart Agriculture
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・世界遺産であるマチュ・ピチュとその文
化、また複合遺産に指定されている理由につ
いて知る。

定期考査
〇 〇

１

学

期

L.4 Designing Stamps
玉木明さんへのインタビュー
について、理解して考えを深め
ることができる。
切手／英語学習／切手につい
ての発表へのコメントについて
やりとりしたり、家事について
感じていること／日本の切手に
ついての紹介を書いて発表する
ことができる。

・指導事項
I think that ～ の構文を使って自分
の考えを言えるようにする。また、動
詞のあとの語順に注意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

L.3 Quokka
オーストラリアの有袋類の動物クオッカにつ
いて、理解して考えを深めることができる。
クオッカ／絶滅危惧種についてやりとりした
り、日常生活について発表したり、好きな歌
や本／オーストラリアの動物について考え書
くことができる。

・指導事項
一般動詞の過去形では、語尾の形やそ
の発音の違いに注意させる。また、助
動詞の意味の違いに注意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等



ER.2 The Christmas Truce
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・スティーブ・ジョブズのことばや生き方か
ら読み取れるメッセージについて考える。

・指導事項
仮定法過去を使って、自分の考えなど
を述べることができるようにする。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇３

学

期

ER1.  The Open Window
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自然界からヒントを得て作られたものが私
たちの暮らしを便利にしていることを知る。

・指導事項
分詞構文を利用して、読み手や聞き手
の注意を引く表現ができるようにす
る。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等 〇 〇

定期考査
〇 〇

定期考査
〇 〇

２

学

期

L.8 Biologging
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・「ミッフィー」でおなじみのディック・ブ
ルーナの社会的役割を知る。

・指導事項
関係代名詞の主格・目的格の使い分け
に注意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

L.7 Martial Art on Tatami
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間の行っていることのどのような面をモ
タラの話が象徴しているかを考える。

・指導事項
能動態と受け身の違いに留意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇



 科目
単位数： 単位

）

話

[

発

]

書

9〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

○ ○ ○

〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

○ ○ ○ 5

〇 ○ ○ 1

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
自己紹介を英語で行えるようになっっている。

○ ○ ○ 5

【思考力、判断力、表現力等】

〇

領域

【学びに向かう力、人間性等】

【正確な発話】
・ 身の回りにあるものの名前を、アクセントに留意して英語で
正確に発音できること。
【適切な発話】
・ 絵が示すものを、聞き手が理解できるように適切に発音でき
ること。

【言語活動への取り組み】
・ 基本的な英語の単語に積極的に慣れようとしていること。
【より積極的なコミュニケーションへの態度】
・ 必要に応じて辞書などを活用し、学んだ単語を積極的に発話
していること。

VISTA English Communication Ⅱ New Edition

基礎基本の知識である英単語と英文法の知識を体系的に理解するとともに、アウトプットを行い英文として表現することで知識の定着を図る。

例文を元にして、学習した文法を活用しながら独自の英文を作成させる力を養う。

英語話者の考え方や文化を認識して、積極的に英語を活用して表現しようとする態度、英文を読んだり、聞いたりすることで、そのことについ
て自ら問題解決しようと挑戦する態度及び創造性の基礎を養う。

外国語（英語） 英語コミュニケーションⅡ

2



1〇 ○ ○

○ ○ 1

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇 〇 6

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇 〇

9

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

○ ○ ○ 9

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

○ ○ ○

〇 〇 6〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇

6

〇



○ ○ 1

合
計

70

〇 〇 〇 7

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇 〇 6

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇

〇 〇 〇 6

〇 ○ ○ 1

〇 〇 6

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
波の性質について
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て日常生活や社会と関連付けながら理解しようと
している。
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
ての観察、実験などに関する技能を身に付けよう
としている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て、観察、実験などを通して探究し、規則性や関
係性を見いだして表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○

○ 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ 7

２

学

期

A 運動とエネルギー
【知識及び技能】
・物体の運動とエネルギーを日常生活
や社会と関連付けながら理解する。そ
れらの観察、実験などに関する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・物体の運動とエネルギーについて、
観察、実験などを通して探究し、規則
性や関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動と様々なエネルギーに主
体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
運動の法則、仕事と力学的エネルギー
について
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と関
連付けながら理解しようとしている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・物体の運動とエネルギーについて、観察、実験
などを通して探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○ ○ 13

C 波
【知識及び技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について日常生活や社会と関連付
けながら理解するとともに、それらの
観察、実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動と様々なエネルギーに主
体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

定期考査
○ ○

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　改訂版新編物理基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

○○
定期考査

2

（　橋本　怜奈　）

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動
と様々なエネルギーについて理解するとともに、科
学的に探究するために必要な観察、実験などに関す
る基本的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養
う。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、
科学的に探究しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１

学

期

A 運動とエネルギー
【知識及び技能】
物体の運動とエネルギーを日常生活や
社会と関連付けながら理解する。それ
らの観察、実験などに関する技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
物体の運動とエネルギーについて、観
察、実験などを通して探究し、規則性
や関係性を見いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物体の運動と様々なエネルギーに主体
的に関わり、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

・指導事項
物理量の扱い方、運動の表し方につい
て
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と関
連付けながら理解しようとしている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・物体の運動とエネルギーについて、観察、実験
などを通して探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○

【知識・技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て日常生活や社会と関連付けながら理解しようと
している。
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
ての観察、実験などに関する技能を身に付けよう
としている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て、観察、実験などを通して探究し、規則性や関
係性を見いだして表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○ ○ 8

1

B 熱
【知識及び技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について日常生活や社会と関連付
けながら理解するとともに、それらの
観察、実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動と様々なエネルギーに主
体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
熱とエネルギーについて
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。



70

○ 4

定期考査

○ ○

1

合計

○ 3

○ 8

３

学

期

C 波
【知識及び技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について日常生活や社会と関連付
けながら理解するとともに、それらの
観察、実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動と様々なエネルギーに主
体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
波の性質、音について
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て日常生活や社会と関連付けながら理解しようと
している。
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
ての観察、実験などに関する技能を身に付けよう
としている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て、観察、実験などを通して探究し、規則性や関
係性を見いだして表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○

・指導事項
波の性質について
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て日常生活や社会と関連付けながら理解しようと
している。
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
ての観察、実験などに関する技能を身に付けよう
としている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て、観察、実験などを通して探究し、規則性や関
係性を見いだして表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○

E 物理学と社会
【知識及び技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について日常生活や社会と関連付
けながら理解するとともに、それらの
観察、実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動と様々なエネルギーに主
体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
エネルギーの利用、物理学が拓く世界
について
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て日常生活や社会と関連付けながら理解しようと
している。
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
ての観察、実験などに関する技能を身に付けよう
としている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て、観察、実験などを通して探究し、規則性や関
係性を見いだして表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○

D 電気
【知識及び技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について日常生活や社会と関連付
けながら理解するとともに、それらの
観察、実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動と様々なエネルギーに主
体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

・指導事項
物質と電気抵抗、磁場と交流について
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交
換などの協働的学習で活用する。

【知識・技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て日常生活や社会と関連付けながら理解しようと
している。
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
ての観察、実験などに関する技能を身に付けよう
としている。
・物体の運動とエネルギーの観察、実験などに関
する技能を身に付けようとしている。
【思考・判断・表現】
・様々な物理現象とそのエネルギーの利用につい
て、観察、実験などを通して探究し、規則性や関
係性を見いだして表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を身に付けよ
うとしている。

○ ○

○ 7

２

学

期

C 波
【知識及び技能】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について日常生活や社会と関連付
けながら理解するとともに、それらの
観察、実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な物理現象とそのエネルギーの
利用について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動と様々なエネルギーに主
体的に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

定期考査
○ ○ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

27

２
学
期

C リサーチクエスチョンを導こう
【知識及び技能】
 数学的な手法や科学的な手法などを用
いて、探究の過程を遂行する力を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
 数学的な手法や科学的な手法などを用
いて、探究の過程を遂行し、判断でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
 数学的な手法や科学的な手法などを用
いて、探究の過程を遂行し、主体的に学
ぶ。

・指導事項
リサーチクエスチョンについて扱う。
・教材
プリント
・一人１台端末の活用
情報収集で使用する。

【知識及び技能】
 数学的な手法や科学的な手法などを用いて、探究
の過程を遂行する力を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
 数学的な手法や科学的な手法などを用いて、探究
の過程を遂行し、判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
 数学的な手法や科学的な手法などを用いて、探究
の過程を遂行し、主体的に学ぶ。

○ ○ ○ 30

B 探究活動のテーマを決めよう
【知識及び技能】
多角的、複合的に事象を捉え、課題を設
定する知識や技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
多角的、複合的に事象を捉え、課題を設
定し、どのような実験・観察・調査を用
いるとよいか判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
多角的、複合的に事象を捉え、課題を設
定し、主体的に学ぶ。

・指導事項
探究活動のテーマについて扱う。
・教材
プリント
・一人１台端末の活用
情報収集で使用する。

【知識及び技能】
多角的、複合的に事象を捉え、課題を設定する知識
や技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
多角的、複合的に事象を捉え、課題を設定し、どの
ような実験・観察・調査を用いるとよいか判断でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
多角的、複合的に事象を捉え、課題を設定し、主体
的に学ぶ。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 「問い」を立てよう
【知識及び技能】
探究の意義や科学的に探究するために必
要なことを具体的に示す。
【思考力、判断力、表現力等】
科学的に探究することの重要性を具体的
に説明でき、事例について正しく判断す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
授業やグループでの話しあいの中で意見
を出しあい、他者の意見についても調べ
て理解を深める。

・指導事項
科学的に探究するために必要な考え方
と、研究倫理について扱う。
・教材
プリント
・一人１台端末の活用
情報収集で使用する。

【知識及び技能】
探究の意義や科学的に探究するために必要なことを
具体的に示す。
【思考力、判断力、表現力等】
科学的に探究することの重要性を具体的に説明で
き、事例について正しく判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
授業やグループでの話しあいの中で意見を出しあ
い、他者の意見についても調べて理解を深める。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

理数探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象とする事象について探究するために必要な知識
及び技能を身に付けるようにする。

多角的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに関
する課題を設定して探究し，課題を解決する力を養
うとともに創造的な力を高める。

様々な事象や課題に主体的に向き合い，粘り強く考
え行動し，課題の解決や新たな価値の創造に向けて
積極的に挑戦しようとする態度，探究の過程を振り
返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態
度を養う。

様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度、探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度を養う。

橋本　怜奈 青木　功太

ゼロから始める探究活動　課題研究メソッドZERO　啓林館

理数

【 知　識　及　び　技　能 】 対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。

多角的、複合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探究し、課題を解決する力を養うとともに創造的な力を高める。

理数 理数探究
理数 理数探究 3



○

27

合計

105

３
学
期

D 探究活動を発表しよう
【知識及び技能】
探究の成果などをまとめ、発表するため
に必要な知識・技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
データを適切に評価し、その関係を分析
するなどして、論理的に結論を導くこと
ができる。適切な分量・構成・内容・表
現の論文やスライドを期限までに作成
し、発表を行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
探究の成果などをまとめ、発表について
議論をし、主体的に探究を進める。

・指導事項
探究の成果などをまとめ，発表する。
・教材
プリント、レポート
・一人１台端末の活用
情報収集や論文・スライド作成で使用
する。

【知識及び技能】
探究の成果などをまとめ、発表するために必要な知
識・技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
データを適切に評価し、その関係を分析するなどし
て、論理的に結論を導くことができる。適切な分
量・構成・内容・表現の論文やスライドを期限まで
に作成し、発表を行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
探究の成果などをまとめ、発表について議論をし、
主体的に探究を進める。 ○ ○

・指導事項
探究活動の計画を立て、実際に探究を
行う。
・教材
プリント、レポート
・一人１台端末の活用
情報収集や論文・スライド作成で使用
する。

【知識及び技能】
根拠に基づいて適切な仮説を立てることができ、探
究計画に必要な知識・技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
データを適切に評価し、その関係を分析するなどし
て、論理的に結論を導くことができる。適切な分
量・構成・内容・表現の論文やスライドを期限まで
に作成し、事象を分析することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
事象を分析し、探究の方法や内容について議論を
し、主体的に探究を進める。

○ ○ ○ 12

２
学
期

D 探究活動の計画を立てよう
【知識及び技能】
根拠に基づいて適切な仮説を立てること
ができ、探究計画に必要な知識・技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
データを適切に評価し、その関係を分析
するなどして、論理的に結論を導くこと
ができる。適切な分量・構成・内容・表
現の論文やスライドを期限までに作成
し、事象を分析することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
事象を分析し、探究の方法や内容につい
て議論をし、主体的に探究を進める。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 4 学年 組～ 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身に付けるようにす
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互
いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違
いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を
育てる。

保健体育 体育
保健体育 体育 2

現代高等保健体育
保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養
う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

（　小林　） （　二階堂　　）

態

１

学

期

１　単元名　体づくり運動

【知識及び運動】

・体ほぐしの運動では，手軽な運動を行

い，心と体は互いに影響し変化すること

や心身の状態に気付き，仲間と主体的に

関わり合うことができるようにする。

・実生活に生かす運動の計画では，自己

のねらいに応じて，健康の保持増進や調

和のとれた体力の向上を図るための継続

的な運動の計画を立て取り組むことがで

きるようにする。

【使用教材】

一人１台端末の活用

【知識・技能】

・体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と

体は互いに影響し変化すること

や心身の状態に気付き，仲間と主体的に関わり合

うことができる

・実生活に生かす運動の計画では，自己のねらい

に応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の

向上を図るための継続的な運動の計画を立て取り

組むことができる。

〇 〇 〇 18

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続する

ための自己や仲間の課題を発見し，合理

的，計画的な解決に向けて取り組み方を

工夫するとともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることができるように

する。

【指導項目・内容】

①体力テスト練習・実施

②縄跳び

【思考・判断・表現】

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自

己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決

に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

・体つくり運動に主体的に取り組むとと

もに、互いを助け合い教え合おうとする

こと、一人一人の違いに応じた動きなど

を大切にしようとすること、話合いに貢

献しようとすることなどや、健康・安全

を確保することができるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、互

いに助け合い教え合おうとすること、一人一人の

違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ

と、話合いに貢献しようとすることなどや、健

康・安全を確保することができる。

１

学

期

２　単元名　球技　バレーボール

【知識及び技能】

・ネット型では，状況に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した動き

によって空間を作り出すなどの攻防をす

ることができるようにする。

【使用教材】

一人１台端末の活用

【知識及び技能】

・・ネット型では，状況に応じたボール操作や安

定した用具の操作と連携した動き

によって空間を作り出すなどの攻防をすることが

できる。

〇 〇 〇 18

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続する

ためのチームや自己の課題を発見し，合

理的，計画的な解決に向けて取り組み方

を工夫するとともに，自己やチームの考

えたことを他者に伝えることができるよ

うにする。

①バレーボール

・サーブ、レシーブの基礎基本

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための

チームや自己の課題を発見し，合理

的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができる。



１

学

期
〇 〇 〇 18

①バレーボール

・サーブ、レシーブの基礎基本

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むととも

に、フェアプレイを大切にしようとする

こと、作戦などについて話し合いに貢献

しようとすること、一人一人の違いに応

じたプレイなどを大切にしようとするこ

と、互いを助け合おうとすることなど

や、健康・安全を確保することができる

ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むとともに、フェ

アプレイを大切にしようとすること、作戦などに

ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一

人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす

ること、互いを助け合おうとすることなどや、健

康・安全を確保することができる。

２

学

期

３　単元名　バドミントン

【知識及び技能】

・ネット型では，状況に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した動き

によって空間を作り出すなどの攻防をす

ることができるようにする。

【使用教材】

一人１台端末の活用

【知識及び技能】

・・ネット型では，状況に応じたボール操作や安

定した用具の操作と連携した動き

によって空間を作り出すなどの攻防をすることが

できる。

〇 〇 〇 17

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続する

ためのチームや自己の課題を発見し，合

理的，計画的な解決に向けて取り組み方

を工夫するとともに，自己やチームの考

えたことを他者に伝えることができるよ

うにする。

【指導項目・内容】

バドミントン

・バドミントンの基本ルール

・ハイクリアー、ドライブ、ド

ロップ、ヘアピン、スマッシュ

等各ショットの打ち方、使いど

ころ

・ゲームにおいての攻め方、守

り方の考え方

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための

チームや自己の課題を発見し，合理

的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むととも

に、フェアプレイを大切にしようとする

こと、作戦などについて話し合いに貢献

しようとすること、一人一人の違いに応

じたプレイなどを大切にしようとするこ

と、互いを助け合おうとすることなど

や、健康・安全を確保することができる

ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むとともに、フェ

アプレイを大切にしようとすること、作戦などに

ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一

人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす

ること、互いを助け合おうとすることなどや、健

康・安全を確保することができる。

２

学

期

４　単元名　バスケットボール

【知識及び技能】

・ゴール型では，状況に応じたボール操

作と空間を埋めるなどの動きによって空

間への侵入などから攻防をすることがで

きるようにする。

【使用教材】

教科書「現代高等保健体育」

一人１台端末の活用

【知識・技能】

・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間

を埋めるなどの動きによって空

間への侵入などから攻防をすることができる。

〇 〇 〇 17

【思考力、判断力、表現力等】

・攻防など自己やチームの課題を発見

し、合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができる

ようにする。

【指導項目・内容】

バスケットボール

・基本ルール

・ドリブル、ハンドリング、

ゴール下シュート

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための

チームや自己の課題を発見し，合理

的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むととも

に、フェアプレイを大切にしようとする

こと、作戦などについて話し合いに貢献

しようとすること、一人一人の違いに応

じたプレイなどを大切にしようとするこ

と、互いを助け合おうとすることなど

や、健康・安全を確保することができる

ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むとともに、フェ

アプレイを大切にしようとすること、作戦などに

ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一

人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす

ること、互いを助け合おうとすることなどや、健

康・安全を確保することができる。

２

学

期

５　単元名　体育理論　豊かなスポーツライフの設計の仕方

【知識及び技能】

豊かなスポーツライフの設計の仕方につ

いて、課題を発見し、その解決を目指す

ことができるようにする。

【使用教材】

教科書「現代高等保健体育」

一人１台端末の活用

【知識及び技能】

豊かなスポーツライフの設計の仕方について、課

題を発見し、その解決を目指すことができる。

〇 〇 〇 7

【思考力、判断力、表現力等】

豊かなスポーツライフの設計の仕方につ

いて，課題を発見し，よりよい解決に向

けて思考し判断するとともに，他者に伝

えることができるようにする。

【指導項目・内容】

・生涯スポーツの見方・考え方

・ライフスタイルに応じたス

ポーツ

【思考力、判断力、表現力等】

豊かなスポーツライフの設計の仕方について，課

題を発見し，よりよい解決に向

けて思考し判断するとともに，他者に伝えること

ができる。



２

学

期
〇 〇 〇 7

【指導項目・内容】

・生涯スポーツの見方・考え方

・ライフスタイルに応じたス

ポーツ

【学びに向かう力、人間性等】

豊かなスポーツライフの設計の仕方につ

いての学習に主体的に取り組むことがで

きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学

習に主体的に取り組むことができる。

3

学

期

５　単元名　陸上競技

【知識及び技能】

長距離走について、記録の向上や競争の

楽しさを味わい、技術の名称や行い方、

体力の高め方、運動観察の方法などを理

解するとともに自分で設定したペースの

変化や仲間のペースに応じて，ストライ

ドやピッチを切り替えて走ることができ

るようにする。

【使用教材】

教科書「現代高等保健体育」

一人２台端末の活用

【知識及び技能】

長距離走について、記録の向上や競争の楽しさを

味わい、技術の名称や行い方、体力の高め方、運

動観察の方法などを理解するとともに自分で設定

したペースの変化や仲間のペースに応じて，スト

ライドやピッチを切り替えて走ることができる。

〇 〇 〇 13

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続する

ための自己や仲間の課題を発見し，合理

的，計画的な解決に向けて取り組み方を

工夫するとともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることができるように

する。

【指導項目・内容】

長距離走

・インターバル走、レペティ

ショントレーニング、ロングス

ロウディスタンス等に持久力向

上トレーニングについて

・長距離走の呼吸法

・長距離走の足の運び方や手の

振り方といった走り方について

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための自

己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決

に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や

仲間の考えたことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

・陸上競技に主体的に取り組むととも

に，勝敗などを冷静に受け止め，ルール

やマナーを大切にしようとすること，役

割を積極的に引き受け自己の責任を果た

そうとすること，一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を大切にしようとすること

などや，健康・安全を確保することをで

きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

・陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗な

どを冷静に受け止め，ルールやマ

ナーを大切にしようとすること，役割を積極的に

引き受け自己の責任を果たそうと

すること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を

大切にしようとすることなどや，

健康・安全を確保することをできる。

２

学

期

３　単元名　卓球

【知識及び技能】

・ネット型では，状況に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した動き

によって空間を作り出すなどの攻防をす

ることができるようにする。

【使用教材】

一人１台端末の活用

【知識及び技能】

・・ネット型では，状況に応じたボール操作や安

定した用具の操作と連携した動き

によって空間を作り出すなどの攻防をすることが

できる。

〇 〇 〇 15

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続する

ためのチームや自己の課題を発見し，合

理

的，計画的な解決に向けて取り組み方を

工夫するとともに，自己やチームの考え

た

ことを他者に伝えることができるように

する。

【指導項目・内容】

卓球

・卓球の基本ルール

・フォアハンド、ツッツキス

マッシュ等各ショットの打ち

方、使いどころ

・ゲームにおいての攻め方、守

り方の考え方

【思考力、判断力、表現力等】

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための

チームや自己の課題を発見し，合理

的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫する

とともに，自己やチームの考えた

ことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むととも

に、フェアプレイを大切にしようとする

こと、作戦などについて話し合いに貢献

しようとすること、一人一人の違いに応

じたプレイなどを大切にしようとするこ

と、互いを助け合おうとすることなど

や、健康・安全を確保することができる

ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

・球技について主体的に取り組むとともに、フェ

アプレイを大切にしようとすること、作戦などに

ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一

人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす

ること、互いを助け合おうとすることなどや、健

康・安全を確保することができる。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

8

２

学

期

B 単元　絵画・彫刻
【知識及び技能】
 目的や条件などを基に，人と社会をつ
なぐデザインの働きについて考え，主
題を生成する。
【思考力、判断力、表現力等】
 社会におけるデザインの機能や効果，
表現形式の特性などについて考え，個
性豊かで創造的な表現の構想を練る。

【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品に対して自己分析を行い、常
に芸術に対して向上心を持って取り組
む姿勢を身に付ける

・指導事項
木工工芸
						
						
・教材
やすり
彫刻刀
・一人２台端末の活用　等

【知識・技能】x
 目的や条件などを基に，人と社会をつなぐデザイ
ンの働きについて考え，主題を生成することができ
る。
　
【思考・判断・表現】
社会におけるデザインの機能や効果，表現形式の特
性などについて考え，個性豊かで創造的な表現の構
想を練ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
芸術作品に対して自己分析を行い、常に芸術に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

○ ○ ○ 24

A 絵画・彫刻
【知識及び技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感
じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成する。
【思考力、判断力、表現力等】
主題に応じて表現形式について考え，
個性豊かで創造的な表現の構想を練る
。
【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品に対して自己分析を行い、常
に芸術に対して向上心を持って取り組
む姿勢を身に付ける。

・指導事項
机上に静物のモチーフを置いてデッサ
ン			
・教材
鉛筆・一人３台端末の活用　等

【知識・技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったこと
や考えたことなどから主
題を生成することができる。
　
【思考・判断・表現】
主題に応じて表現形式について考え，個性豊かで創
造的な表現の構想を練ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術作品に対して自己分析を行い、常に芸術に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

○ ○ ○

○

B 単元　絵画・彫刻
【知識及び技能】
 目的や条件などを基に，人と社会をつ
なぐデザインの働きについて考え，主
題を生成する。
【思考力、判断力、表現力等】
 社会におけるデザインの機能や効果，
表現形式の特性などについて考え，個
性豊かで創造的な表現の構想を練る。

【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品に対して自己分析を行い、常
に芸術に対して向上心を持って取り組
む姿勢を身に付ける

・指導事項
銅板に動植物を立体的に表現する。
・教材
銅板・鉛筆
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】x
 目的や条件などを基に，人と社会をつなぐデザイ
ンの働きについて考え，主題を生成することができ
る。
　
【思考・判断・表現】
社会におけるデザインの機能や効果，表現形式の特
性などについて考え，個性豊かで創造的な表現の構
想を練ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術作品に対して自己分析を行い、常に芸術に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

○ ○

B 単元　絵画・彫刻
【知識及び技能】
 目的や条件などを基に，人と社会をつ
なぐデザインの働きについて考え，主
題を生成する。
【思考力、判断力、表現力等】
 社会におけるデザインの機能や効果，
表現形式の特性などについて考え，個
性豊かで創造的な表現の構想を練る。

【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品に対して自己分析を行い、常
に芸術に対して向上心を持って取り組
む姿勢を身に付ける

・指導事項
木工工芸
						
						
・教材
鉛筆
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】x
 目的や条件などを基に，人と社会をつなぐデザイ
ンの働きについて考え，主題を生成することができ
る。
　
【思考・判断・表現】
社会におけるデザインの機能や効果，表現形式の特
性などについて考え，個性豊かで創造的な表現の構
想を練ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
芸術作品に対して自己分析を行い、常に芸術に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

○ ○ 4

態
配当
時数

１

学

期

A 絵画・彫刻
【知識及び技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感
じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成する。
【思考力、判断力、表現力等】
主題に応じて表現形式について考え，
個性豊かで創造的な表現の構想を練る
。
【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品に対して自己分析を行い、常
に芸術に対して向上心を持って取り組
む姿勢を身に付ける。

・指導事項
動物・植物のデザインをする
・教材
鉛筆デッサン
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったこと
や考えたことなどから主題を生成することができ
る。
　
【思考・判断・表現】
主題に応じて表現形式について考え，個性豊かで創
造的な表現の構想を練ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
作成した芸術作品に対して自己分析を行い、常に芸
術に対して向上心を持って取り組もうとしている。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

16

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫
し，個性豊かで創造的に表すことができるようにす
る。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な
工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し
個性豊かに発想し構想を練ったり，自己の価値観を
高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め
たりすることができるようにする。

（3 ）主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，
生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，
感性と美意識を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養う。

○

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

田神　光季

高校生の美術２　日本文教出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫をしたり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようになる。

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2



70

○ 12

合計

○

３

学

期

A 絵画・彫刻
【知識及び技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感
じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成する。
【思考力、判断力、表現力等】
主題に応じて表現形式について考え，
個性豊かで創造的な表現の構想を練る
。
【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品に対して自己分析を行い、常
に芸術に対して向上心を持って取り組
む姿勢を身に付ける。

・指導事項
机上に静物のモチーフを置いてデッサ
ン			
・教材
鉛筆・一人４台端末の活用　等

【知識・技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったこと
や考えたことなどから主
題を生成することができる。
　
【思考・判断・表現】
主題に応じて表現形式について考え，個性豊かで創
造的な表現の構想を練ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術作品に対して自己分析を行い、常に芸術に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

○

8

２

学

期 A 絵画・彫刻
【知識及び技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感
じ取ったことや考えたことなどから主
題を生成する。
【思考力、判断力、表現力等】
主題に応じて表現形式について考え，
個性豊かで創造的な表現の構想を練る
。
【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品に対して自己分析を行い、常
に芸術に対して向上心を持って取り組
む姿勢を身に付ける。

・指導事項
机上に静物のモチーフを置いてデッサ
ン			
・教材
鉛筆・一人３台端末の活用　等

【知識・技能】
自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったこと
や考えたことなどから主
題を生成することができる。
　
【思考・判断・表現】
主題に応じて表現形式について考え，個性豊かで創
造的な表現の構想を練ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術作品に対して自己分析を行い、常に芸術に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

○ ○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１

学

期

２

学

期

70

○ 10

合計

３

学

期

Ｇ 単元
【知識及び技能】
漢字仮名交じりの書を構成するさまざ
まな要素や、名筆や現代のさまざまな
書の表現と用筆・運筆との関わりにつ
いて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
目的や用途、表現形式に応じた全体の
構成、感興や意図に応じた個性的な表
現、現代に生きる創造的な表現につい
て構想し工夫できる。
　

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字仮名交じりの書の創造的
な表現の学習活動に取り組もうとする
態度を養う。

・指導事項
書き初めの文化を学習する
今年の抱負を書く（５文字程度）
・教材
毛筆　墨汁　半紙
ＩＣＴ教材を活用し、学習の振り返り
を行う。

【知識・技能】
漢字仮名交じりの書を構成するさまざまな要素
や、名筆や現代のさまざまな書の表現と用筆・運
筆との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】
目的や用途、表現形式に応じた全体の構成、感興
や意図に応じた個性的な表現、現代に生きる創造
的な表現について構想し工夫している。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字仮名交じりの書の創造的な表現の学
習活動に取り組もうとしている。 ○ ○

・指導事項
仮名の基本用筆の確認
古典の散らし書き
仮名の創作（俳句）
・教材
毛筆　墨汁　半紙
ＩＣＴ教材を活用し、学習の振り返り
を行う。

【知識・技能】
仮名の書を構成するさまざまな要素や、仮名の古
筆の特徴と用筆・運筆との関わりについて理解し
ている
【思考・判断・表現】
仮名の古筆の表現形式に応じた全体の構成につい
て構想し工夫している。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に仮名の書の創造的な表現の学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

Ｅ　単元
【知識及び技能】
漢字の書を構成するさまざまな要素に
ついて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式に応じた全体の構成、感興や
意図に応じた個性的な表現について構
想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の書の創造的な表現の学
習活動に取り組もうとする態度を養
う。

・指導事項
書体を選択し、書を創作する
・教材
毛筆　墨汁　半紙
ＩＣＴ教材を活用し、学習の振り返り
を行う。

【知識・技能】
漢字の書を構成するさまざまな要素について理解
している。
　

【思考・判断・表現】
表現形式に応じた全体の構成、感興や意図に応じ
た個性的な表現について構想し工夫することがで
きる。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の書の創造的な表現の学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

Ｆ 単元
【知識及び技能】
仮名の書を構成するさまざまな要素
や、仮名の古筆の特徴と用筆・運筆と
の関わりについて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の表現形式に応じた全体の
構成について構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に仮名の書の創造的な表現の学
習活動に取り組む態度を養う。

B 単元
【知識及び技能】
篆書の古典に基づく効果的な表現
の技能、変化や調和等による全体の
構成の技能を身につける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
篆書の古典の価値とその根拠、生活や
社会における書の美の効用と現代的意
義について考え、書のよさや美しさを
味わって深く捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の書の創造的な鑑賞の学
習活動に取り組む態度を養う。

・指導事項
篆書の基本用筆を学習する
泰山刻石、石鼓文の臨書
・教材
印刀
ＩＣＴ教材を活用し、学習の振り返り
を行う。

【知識・技能】
篆書の古典に基づく効果的な表現の技能、変化や
調和等による全体の構成の技能を身につけてい
る。
　
【思考・判断・表現】
篆書の古典の価値とその根拠、生活や社会におけ
る書の美の効用と現代的意義について考え、書の
よさや美しさを味わって深く捉えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の書の創造的な鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。。

○ ○ ○

14

D 単元
【知識及び技能】
漢字の書を構成するさまざまな要素
や、隷書の古典の特徴と用筆・運筆と
の関わりについて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
隷書の古典の表現形式に応じた全体の
構成について構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の書の創造的な表現の学
習活動に取り組む。

・指導事項
隷書の基本用筆の学習
曹全碑、乙瑛碑の臨書
・教材
毛筆　墨汁　半紙
ＩＣＴ教材を活用し、学習の振り返り
を行う。

【知識・技能】
漢字の書を構成するさまざまな要素や、隷書の古
典の特徴と用筆・運筆との関わりについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
隷書の古典の表現形式に応じた全体の構成につい
て構想し工夫している
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の書の創造的な表現の学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 18

Ｃ 単元
【知識及び技能】
篆書の古典に基づく効果的な表現
の技能、変化や調和等による構成技術
を習得し名印や草稿の作成がを行う。
　
【思考力、判断力、表現力等】
篆書の古典の価値とその根拠、生活や
社会における書の美の効用と現代的意
義について考え、名印や草稿を表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に名印や草稿に対しての学習活
動に取り組む態度を養う

・指導事項
名印の作成
草稿の作成
布字、運刀、補
・教材
印刀
ＩＣＴ教材を活用し、学習の振り返り
を行う。

【知識・技能】
篆書の古典に基づく効果的な表現
の技能、変化や調和等による構成技術を習得し名
印や草稿の作成がを行うことができる。
　
【思考・判断・表現】
篆書の古典の価値とその根拠、生活や社会におけ
る書の美の効用と現代的意義について考え、名印
や草稿を表現できる。
　

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に名印や草稿の学習活動に取り組もうとし
ている。。

○ ○ ○

6

態 配当
時数

A 単元 篆書の学習
【知識及び技能】
漢字の書を構成するさまざまな要素
や、篆書の古典の特徴と用筆・運筆と
の関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
篆書の古典の表現形式に応じた全体の
構成について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の書の創造的な表現の学
習活動に取り組む態度を養う。

・指導事項
文字の変遷の学習
・教材
印刀
ＩＣＴ教材を活用し、学習の振り返り
を行う。

【知識・技能】
漢字の書を構成するさまざまな要素や、篆書の古
典の特徴と用筆・運筆との関わりについて理解し
ている。

【思考・判断・表現】
篆書の古典の表現形式に応じた全体の構成につい
て構想し工夫できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の書の創造的な表現の学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 6

思単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

書道Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を
深めるとともに，書の伝統に基づき，効果的に表現
するための技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的
に構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の
伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深
く捉えたりすることができるようにする。

主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわた
り書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，
書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養う。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

加藤　三奈

書Ⅱ　光村出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫をしたり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようになる。

芸術 書道Ⅱ
芸術 書道Ⅱ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

11

３

学

期

C 単元　５章家畜の飼料と管理
【知識及び技能】
家畜の消化器と呼吸の機能について理
解し、飼料給与について学ぶ。
　
【思考力、判断力、表現力等】
消化器と呼吸の関係性から適切に飼料
給与を判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
家畜の飼料について特性や種類を主体
的に学び姿勢を身に付ける。

・指導事項
図や写真を活用することで消化器の内
容を行う。
・教材
サーフェスを活用して授業展開する。

【知識・技能】
家畜の消化器と呼吸の機能について理解し、飼料
給与について学び、習得している。
【思考・判断・表現】
消化器と呼吸の関係性から適切に飼料給与を判断
できる

【主体的に学習に取り組む態度】
家畜の飼料について特性や種類を主体的に学び姿
勢を身に付けている。

1

２

学

期

C 単元　４章　飼育技術と管理・評価
【知識及び技能】
社会動物・産業動物・実験動物の特性
や種類について学ぶ。
　
【思考力、判断力、表現力等】
動物の表情などから、動物の気持ちや
行動の仕組みを理解し、判断できる。

【学びに向かう力、人間性等】
社会動物・産業動物・実験動物の特性
や種類について主体的に学ぶ姿勢を身
に付ける。

・指導事項
各動物の事例を挙げて授業を行う。
・教材
サーフェスを活用して授業展開する。

【知識・技能】
社会動物・産業動物・実験動物の特性や種類につ
いて理解している。
　
【思考・判断・表現】
動物の表情などから、動物の気持ちや行動の仕組
みを理解し、判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会動物・産業動物・実験動物の特性や種類につ
いて主体的に学ぶ姿勢を身に付いている。

○ ○ ○ 28

定期考査

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

１

学

期

A 単元　２章飼育の目的と現状
【知識及び技能】
現代社会における動物飼育の目的を理
解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
社会の需要に応じた飼育動物の現状を
グラフや表から分析できるようにな
る。

【学びに向かう力、人間性等】
動物飼育の目的や需について主体的に
学習に取り組もうとする態度を養う。

・指導事項
飼育の目的と現状について、グラフな
どを用いて授業展開する。
・教材
サーフェスを活用して授業展開する。

【知識・技能】
現代社会における動物飼育の目的を理解してい
る。
　
【思考・判断・表現】
　社会の需要に応じた飼育動物の現状をグラフや
表から分析できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
動物飼育の目的や需について主体的に学習に取り
組もうとする態度を身に付けている。

○

B 単元　３章飼育と環境
【知識及び技能】
飼育対象となる動物の種類と特性につ
いて理解し、一般的な知識や飼育管理
方法を習得する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
動物飼育に関わる法律や制度を学び、
実際の管理作業などで衛生管理や災害
分析を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
飼育と環境について主体的に学習に取
り組める態度を身に付ける。

・指導事項
食品製造で学んだことを活用し科目横
断的に授業を展開する。
・教材
サーフェスを活用して授業展開する。

【知識・技能】
飼育対象となる動物の種類と特性について理解
し、一般的な知識や飼育管理方法を習得する。
　
【思考・判断・表現】
動物飼育に関わる法律や制度を学び、実際の管理
作業などで衛生管理や災害分析を考える。

【主体的に学習に取り組む態度】
飼育と環境について主体的に学習に取り組める態
度を身に付いている。

○

思

14

定期考査
○ ○ 1

○

態
配当
時数

○ ○ 14

○

飼育と環境

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

飼育と環境について体系的・系統的に理解するとと
もに、関連する技術を身に付けるようにする。

飼育と環境に関する課題を発見し、職業人に求めら
れる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力
を養う。

飼育と環境について農業生物の飼育や管理に応用で
きるよう自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う。

菊池　直哉

飼育と環境　「海文堂」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

農業 飼育と環境
農業 飼育と環境 2
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11

定期考査

○ ○ ○

1

合計

３

学

期

C 単元　５章家畜の飼料と管理
【知識及び技能】
家畜の消化器と呼吸の機能について理
解し、飼料給与について学ぶ。
　
【思考力、判断力、表現力等】
消化器と呼吸の関係性から適切に飼料
給与を判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
家畜の飼料について特性や種類を主体
的に学び姿勢を身に付ける。

・指導事項
図や写真を活用することで消化器の内
容を行う。
・教材
サーフェスを活用して授業展開する。

【知識・技能】
家畜の消化器と呼吸の機能について理解し、飼料
給与について学び、習得している。
【思考・判断・表現】
消化器と呼吸の関係性から適切に飼料給与を判断
できる

【主体的に学習に取り組む態度】
家畜の飼料について特性や種類を主体的に学び姿
勢を身に付けている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２

学

期

A 単元 第2章　園芸作物の栽培と活用
2　草花の栽培と活用（パンジー・ハボ
タン）

【知識及び技能】
私たちの暮らしと植物および園芸作物
の関係について興味・関心をもち，こ
れらの利用や活用について基礎的な知
識を身につける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
パンジー・ハボタンの活用の特徴，お
よびこれらの活用に関する具体的な場
面について理解し，これらに関する資
料や情報などを収集し，適切に選択し
て活用する。

【学びに向かう力、人間性等】
私たちの暮らしと植物及び園芸作物の
関係について興味・関心を持ち、主体
的に学習に取り組む態度を養う。

・指導事項
パンジー・ハボタンの栽培方法を学
び、園芸療法に活用する。
ワークートや振り返りシートを活用し
評価する。
一人１台端末の活用

【知識及び技能】
私たちの暮らしと植物および園芸作物の関係に
ついて興味・関心をもち，これらの利用や活用に
ついて基礎的な知識を身につけている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
パンジー・ハボタンの活用の特徴，およびこれら
の活用に関する具体的な場面について理解し，こ
れらに関する資料や情報などを収集し，適切に選
択して活用している。

【学びに向かう力、人間性等】
私たちの暮らしと植物及び園芸作物の関係につい
て興味・関心を持ち、主体的に学習に取り組もう
としている。

○ ○ ○ 28

思

14

定期考査
○ ○ 1

B 単元  第2章園芸作物の栽培と活用
　野菜・ハーブの栽培と活用「サトイ
モ」
【知識及び技能】
果菜類や根菜類などの野菜の分類につ
いて興味・関心をもち，これらについ
て基礎的な知識・技術を身につける。

　
【思考力、判断力、表現力等】
野菜の栽培に関する基礎的な技術を身
につけるとともに，季節や場所に適し
た野菜を選択し，栽培する。

【学びに向かう力、人間性等】
果菜類や根菜類などの野菜について興
味・関心を持ち主体的に学習に取り組
む姿勢を身に付ける。

・指導事項
サトイモの栽培方法を学び、食品加工
に活用する。
ワークートや振り返りシートを活用し
評価する。
一人１台端末の活用

【知識・技能】
果菜類や根菜類などの野菜の分類について興味・
関心をもち，これらについて基礎的な知識・技術
を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
サトイモの栽培に関する基礎的な技術を身につけ
るとともに，季節や場所に適した野菜を選択し，
栽培することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
果菜類や根菜類などの野菜について興味・関心を
持ち主体的に学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う。

態
配当
時数

１

学

期

A 単元 第2章　園芸作物の栽培と活用
2　草花の栽培と活用（マリーゴール
ド）

【知識及び技能】
私たちの暮らしと植物および園芸作物
の関係について興味・関心をもち，こ
れらの利用や活用について基礎的な知
識を身につける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
植物や園芸作物の活用の特徴，および
これらの活用に関する具体的な場面に
ついて理解し，これらに関する資料や
情報などを収集し，適切に選択して活
用する。

【学びに向かう力、人間性等】
私たちの暮らしと植物及び園芸作物の
関係について興味・関心を持ち、主体
的に学習に取り組む態度を養う。

・指導事項
マリーゴールドを題材として草花の栽
培方法を学び、花壇デザインを学ぶ、
ワークートや振り返りシートを活用し
評価する。
一人１台端末の活用

【知識・技能】
私たちの暮らしと植物および園芸作物の関係につ
いて興味・関心をもち，これらの利用や活用につ
いて基礎的な知識を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
マリーゴールドの特徴，およびこれらの活用に関
する具体的な場面について理解し，これらに関す
る資料や情報などを収集し，適切に選択して活用
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
私たちの暮らしと植物及び園芸作物の関係につい
て興味・関心を持ち、主体的に学習に取り組もう
としている。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

生物活用　「実教出版」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

生物活用

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物活用について体系的・系統的に理解するととも
に
、関連する技術を身に付けるようにする。

生物活用に関する課題を発見し、職業人に求められ
る倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

生物活用について、生物の特性を活用し生活の質の
向上につながるような自ら学び、農業の振興や社会
貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

農業 生物活用
農業 生物活用 2

菊池　直哉
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〇 11

定期考査

〇 〇

1

合計

〇

３

学

期

第４章　生物うぃ活用した療法
【知識及び技能】
園芸療法の特徴や実施方法について興
味・関心をもち，基礎的な知識を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等
植物を治療に活用する目的，およびそ
の対象に関する資料や情報などを収集
し，適切に選択して活用できる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外や日本における園芸療法について
理解し，その今日的な現状と課題につ
いて探求する態度を身に付ける。

・指導事項
生物活用（植物・動物）の事例を挙
げ、生物活用の実用性を取り扱う。
・映像やワークシートを活用して授業
展開を行う。

【知識及び技能】
園芸療法の特徴や実施方法について興味・関心を
もち，基礎的な知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
植物を治療に活用する目的，およびその対象に
関する資料や情報などを収集し，適切に選択して
活用している。
【学びに向かう力、人間性等】
海外や日本における園芸療法について理解し，
その今日的な現状と課題について探求しようと
している。

〇

1

２

学

期

A 単元 第2章　園芸作物の栽培と活用
2　草花の栽培と活用（パンジー・ハボ
タン）

【知識及び技能】
私たちの暮らしと植物および園芸作物
の関係について興味・関心をもち，こ
れらの利用や活用について基礎的な知
識を身につける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
パンジー・ハボタンの活用の特徴，お
よびこれらの活用に関する具体的な場
面について理解し，これらに関する資
料や情報などを収集し，適切に選択し
て活用する。

【学びに向かう力、人間性等】
私たちの暮らしと植物及び園芸作物の
関係について興味・関心を持ち、主体
的に学習に取り組む態度を養う。

・指導事項
パンジー・ハボタンの栽培方法を学
び、園芸療法に活用する。
ワークートや振り返りシートを活用し
評価する。
一人１台端末の活用

【知識及び技能】
私たちの暮らしと植物および園芸作物の関係に
ついて興味・関心をもち，これらの利用や活用に
ついて基礎的な知識を身につけている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
パンジー・ハボタンの活用の特徴，およびこれら
の活用に関する具体的な場面について理解し，こ
れらに関する資料や情報などを収集し，適切に選
択して活用している。

【学びに向かう力、人間性等】
私たちの暮らしと植物及び園芸作物の関係につい
て興味・関心を持ち、主体的に学習に取り組もう
としている。

○ ○ ○ 28

定期考査

○ 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 12

園芸加工
【知識及び技能】
食品衛生や製造機器について理解
するとともに、関連する技術を身
に付ける。
園芸作物の栽培管理を適切に行
い。収穫したものを活用して製造
品を製造できる。

【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生や製造機器について課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。

【学びに向かう力、人間性等】
食品衛生や製造機器について自ら
学び、協働的に取り組むこと。

園芸加工
食品衛生
一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
食品衛生や製造機器について理解するとともに、
関連する技術を身に付けている。

【思考・判断・表現】
食品衛生や製造機器について課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決している。

【主体的に学習に取り組む態度】
食品衛生や製造機器について自ら学び、協働的に
取り組もうとしている。

○ ○

思

9

穀類加工
【知識及び技能】
食品衛生や製造機器について理解
するとともに、関連する技術を身
に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生や製造機器について課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。

【学びに向かう力、人間性等】
食品衛生や製造機器について自ら
学び、協働的に取り組むこと。

アイスボックスクッキー
一人１台端末の活用　等 【知識・技能】

食品衛生や製造機器について理解するとともに、
関連する技術を身に付けている。

【思考・判断・表現】
食品衛生や製造機器について課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決している。

【主体的に学習に取り組む態度】
食品衛生や製造機器について自ら学び、協働的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○

農業の総合的な経営や管理につながる知識や技術を自ら学び、農業の振興や社会貢献を主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１

学

期

畜産加工
【知識及び技能】
食品衛生や製造機器について理解
するとともに、関連する技術を身
に付ける

【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生や製造機器について課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決する

【学びに向かう力、人間性等】
食品衛生や製造機器について自ら
学び、協働的に取り組む

マヨネーズの製造について
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
農耕文化について理解でするとともに、そこに伴
う技術具体的に示すことができる。

【思考・判断・表現】
世界の多様な農耕文化による特徴を論理的に活用
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
世界の多様な農耕文化について、課題を解決とて
いこうとする主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

農業と環境　「実教出版」 食品製造　「実教出版」

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について実践的・体験的に理解するとともに、実践的な資質・能力を身に付けるようにする。

農業に関する総合的な課題を発見し、農業に携わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。

総合実習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

農業の各分野について実践的・体験的に理解
するとともに、実践的な資質・能力を身に付
けるようにする。

農業に関する総合的な課題を発見し、農業に
携わる者として合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

農業の総合的な経営や管理につながる知識や
技術を自ら学び、農業の振興や社会貢献を主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

農業 総合実習
農業 総合実習 3

（中村　洋介）
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○ 21

定期考査

○ ○ ○

1

合計

○

○

３

学

期

穀類加工
【知識及び技能】
食品衛生や製造機器について理解
するとともに、関連する技術を身
に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生や製造機器について課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。

【学びに向かう力、人間性等】
食品衛生や製造機器について自ら
学び、協働的に取り組むこと。

食品衛生
スイートポテト
一人１台端末の活用　等

○

２

学

期

○

ダイズの利用
知識及び技能】
食品衛生や製造機器について理解
するとともに、関連する技術を身
に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生や製造機器について課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。

【学びに向かう力、人間性等】
食品衛生や製造機器について自ら
学び、協働的に取り組むこと。

食品衛生
味噌の製造
一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
食品衛生や製造機器について理解するとともに、
関連する技術を身に付けている。

【思考・判断・表現】
食品衛生や製造機器について課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決している。

【主体的に学習に取り組む態度】
食品衛生や製造機器について自ら学び、協働的に
取り組もうとしている。

○

○ ○

穀類加工
【知識及び技能】
食品衛生や製造機器について理解
するとともに、関連する技術を身
に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生や製造機器について課題
を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。

【学びに向かう力、人間性等】
食品衛生や製造機器について自ら
学び、協働的に取り組むこと。

ケーキの製造
食品衛生
一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
食品衛生や製造機器について理解するとともに、
関連する技術を身に付けている。

【思考・判断・表現】
食品衛生や製造機器について課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決している。

【主体的に学習に取り組む態度】
食品衛生や製造機器について自ら学び、協働的に
取り組もうとしている。

○

定期考査
○

○ 30

1

○ 24

１

学

期



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

3

２

学

期

B　調査。研究
【知識及び技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、創作活動や実習
活動に取り組む。
　
【思考力、判断力、表現力等】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、研究内容の判断
や表現する力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、
研究に対して向上心を持って取り組ん
でいる。

・指導事項
生徒一人一人に研究計画を立案させ、
主体的に取り組ませる。
・教材
一人２台端末の活用

【知識・技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、創作活動や実習活動に取り組んでい
る。
　
【思考・判断・表現】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、研究内容の判断や表現する力を身に付
けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題研究に対して主体的に取り組み、研究に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

〇 〇 〇 21

中間発表 ・教材
一人一台端末の活用

【知識・技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、中間発表を行うことができた。
　
【思考・判断・表現】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、適切に表現することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】
中間発表に向けて、毎日の振り返りを活用して意
欲的に取り組むことができた。

○ ○

○

A　調査内容の決定
【知識及び技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用する力を身に付け
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、研究内容の計画
を表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
課題研究の研究計画に対して、主体的
に取り組もうとする態度を養う。

・指導事項
生徒一人一人に研究計画を立案させ、
主体的に取り組ませる。
・教材
一人１台端末の活用

【知識・技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用する力を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、研究内容の判断や表現する
力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題研究に対して、主体的に取り組もうとする態
度を身に付けている。

○ ○ ○

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

12

30

B　調査、研究
【知識及び技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、創作活動や実習
活動に取り組む。
　
【思考力、判断力、表現力等】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、研究内容の判断
や表現する力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、
研究に対して向上心を持って取り組ん
でいる。

・指導事項
生徒一人一人に研究計画を立案させ、
主体的に取り組ませる。
・教材
一人２台端末の活用

【知識・技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、創作活動や実習活動に取り組んでい
る。
　
【思考・判断・表現】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、研究内容の判断や表現する力を身に付
けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題研究に対して主体的に取り組み、研究に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。

○ ○

課題研究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

課題解決のための学習活動を通して、各科目で学習
し
た知識と技術を再確認し、自らの課題解決に活用で
き
るより高度な知識と技術を深化し・総合化し、全体
を
体系的・系統的に理解する力を身に付ける。

現状の把握や分析などを通して農業に関する課題を
自ら発見し学習の目的や課題を意識しながら計画的
にに課題解決を図り、記録・評価・検証・まとめ・
発表を通し、科学的な根拠などに基づいて創造的に
解決する力を身に付ける。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、農業
の
振興や社会貢献に主体k的かつ協働的に取り組む態
度
を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う。

（中村　洋介） （鈴木　友理香）

農業と環境（実教出版）　食品製造（実教出版）　生物活用（実教出版）

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

農業 課題研究
農業 課題研究 3
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〇 12

D　発表
【知識及び技能】
研究内容を学習活動で得た知識や技術
を活用し、研究内容を適切にまとめ発
表する。
【思考力、判断力、表現力】
研究内容を適切にまとめ、発表する。
【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、
研究に対して向上心を持って取り組ん
でいる。

C　まとめ
【知識及び技能】
研究内容を学習活動で得た知識や技術を活用し、
研究内容を適切にまとめ、発表できる。
【思考力、判断力、表現力】
研究内容を適切にまとめ、発表することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、研究に対
して向上心を持って取り組もうとしている。

3

合計

〇

３

学

期

C　まとめ
【知識及び技能】
研究内容を学習活動で得た知識や技術
を活用し、研究内容を適切にまとめ
る。
【思考力、判断力、表現力】
研究内容を適切にまとめ、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、
研究に対して向上心を持って取り組ん
でいる。

・指導事項
農業と情報で学んだ資料作成の技術を
活用して取り組ませる。

C　まとめ
【知識及び技能】
研究内容を学習活動で得た知識や技術を活用し、
研究内容を適切にまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力】
研究内容を適切にまとめ、表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、研究に対
して向上心を持って取り組もうとしている。

〇

・指導事項
農業と情報で学んだ資料作成の技術を
活用して取り組ませる。

C　まとめ
【知識及び技能】
研究内容を学習活動で得た知識や技術を活用し、
研究内容を適切にまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力】
研究内容を適切にまとめ、表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、研究に対
して向上心を持って取り組んでいる。
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２

学

期

B　調査。研究
【知識及び技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、創作活動や実習
活動に取り組む。
　
【思考力、判断力、表現力等】
研究テーマに対して、学習活動で得た
知識や技術を活用し、研究内容の判断
や表現する力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、
研究に対して向上心を持って取り組ん
でいる。

・指導事項
生徒一人一人に研究計画を立案させ、
主体的に取り組ませる。
・教材
一人２台端末の活用

【知識・技能】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、創作活動や実習活動に取り組んでい
る。
　
【思考・判断・表現】
研究テーマに対して、学習活動で得た知識や技術
を活用し、研究内容の判断や表現する力を身に付
けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題研究に対して主体的に取り組み、研究に対し
て向上心を持って取り組もうとしている。
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C　まとめ
【知識及び技能】
研究内容を学習活動で得た知識や技術
を活用し、研究内容を適切にまとめる
ことができる。
【思考力、判断力、表現力】
研究内容を適切にまとめ、表現するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
課題研究に対して主体的に取り組み、
研究に対して向上心を持って取り組ん
でいる。


